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９
月
23
日
、
中
央
社
保
協
は

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

を
実
現
す
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
全
国
か
ら
会
場
あ

ふ
れ
る
２
２
０
人
が
参
加
し
、

「
医
療
・
介
護
を
守
る
大
運
動
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
に
先
立
ち
講
演
し
た

立
教
大
学
の
芝
田
英
昭
教
授
は
、

「
健
康
は
自
己
責
任
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
縮
小
し
て
社
会
保

障
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
経
済
成

長
の
道
具
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
で
は
、
導
入
が
狙
わ

れ
る
「
患
者
申
出
療
養
制
度
」

に
つ
い
て
保
団
連
の
三
浦
清
春

副
会
長
が
、
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
・
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ
い

て
全
日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事

務
局
次
長
、
「
国
保
の
都
道
府

県
単
位
化
」
を
寺
内
順
子
大
阪

社
保
協
事
務
局
長
が
問
題
提
起

を
行
い
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
９
人
が
発
言
し
、

「
学
校
歯
科
調
査
か
ら
見
え
る

子
ど
も
の
貧
困
は
深
刻
」
（
大

阪
歯
科
保
険
医
協
会
）
「
す
で

に
現
場
で
は
病
床
削
減
で
看
護

師
定
員
も
減
ら
さ
れ
、
安
全
・

安
心
の
医
療
が
守
れ
な
い
」

（
医
労
連
・
看
護
師
）
「
全
国

か
ら
医
療
・
介
護
総
合
法
の
廃

案
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
運

動
を
」
（
東
京
社
保
協
）
な
ど

の
実
態
告
発
と
た
た
か
う
決
意

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
今
こ
そ
、
憲
法

25
条
に
も
と
づ
い
て
地
域
か
ら

社
会
保
障
を
守
る
大
運
動
を
広

げ
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
を

参
加
者
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

第
42
回
中
央
社
保
学
校
が
、

岩
手
県
花
巻
市
で
９
月
25
日
か

ら
27
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
２
３
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

学
校
長
の
井
上
賢
二
代
表
委

員
の
あ
い
さ
つ
と
、
開
催
地
の

岩
手
社
保
協
金
野
耕
治
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
を
う
け
学
校
が
始

ま
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
日
野
秀
逸
東
北

大
名
誉
教
授
の
「
ヤ
ス
ク
ニ
イ

ズ
ム
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
憲
法
・

社
会
保
障
」
、
長
友
薫
輝
・
津

市
立
三
重
短
大
教
授
の
「
国
保

の
歴
史
と
都
道
府
県
単
位
化
」
、

後
藤
道
夫
都
留
文
科
大
名
誉
教

授
の
「
広
が
り
深
刻
化
す
る
貧

困
と
社
会
保
障
運
動
へ
の
期
待
」

の
3
講
演
と
現
地
か
ら
の
報
告
、

社
会
保
障
入
門
講
座
と
岩
手
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
①
被
災
地
コ
ー
ス

②
沢
内
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。

９
月
17
日
、
第
３
回
定
例

都
議
会
開
会
日
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
。

10
時
か
ら
の
都
知
事
要
請

行
動
に
は
、
５
団
体
10
人
が

参
加
し
、
新
た
な
担
当
者
と

な
っ
た
佐
藤
政
策
企
画
局
総

務
部
知
事
秘
書
担
当
課
長
に
、

70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費
一

部
負
担
を
都
独
自
に
助
成
し

て
１
割
負
担
を
守
る
こ
と
な

ど
17
項
目
に
わ
た
る
要
請
を

行
い
、
引
き
続
き
、
都
議
会

各
会
派
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

昼
か
ら
の
都
議
会
前
集
会

に
は
約
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。



大
田
社
保
協
は
８
月
20
日
、
Ｊ

Ｒ
蒲
田
駅
西
口
で
「
大
田
く
ら
し

な
ん
で
も
相
談
会
」
を
６
団
体
25

人
の
参
加
で
実
施
し
、
10
人
の
方

が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

「
田
舎
か
ら
上
京
し
て
２
年
、

田
舎
で
治
療
し
て
い
た
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
治
療
を
中
断
し
て
い
る
。

現
在
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
。
し

か
し
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
」

と
50
歳
の
男
性
が
相
談
。
面
接
時

に
手
の
震
え
が
あ
り
、
そ
の
関
係

で
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
は

と
判
断
し
、
ま
ず
は
病
気
治
療
を

優
先
し
て
は
と
無
料
低
額
診
療
を

利
用
し
て
受
診
す
る
こ
と
を
進
め

ま
し
た
。
「
癌
の
手
術
を
３
回
う

け
、
生
活
保
護
を
受
け
て
簡
易
宿

泊
所
で
生
活
し
て
い
る
が
、
ア
パ
ー

ト
が
見
つ
か
ら
な
い
。
今
日
も
不

動
産
屋
で
断
ら
れ
た
」
と
中
年
男

性
。
な
ど
、
相
談
者
は
経
済
的
な

問
題
・
就
労
問
題
・
病
気
や
健
康

の
問
題
な
ど
を
複
合
的
に
抱
え
て

い
る
と
い
う
実
態
が
垣
間
見
え
た

相
談
内
容
で
し
た
。

大
田
社
保
協
は
、
今
年
度
か
ら

偶
数
月
の
第
３
水
曜
日
に
相
談
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
次
長

為
壮
稔
）

来
年
４
月
実
施
に
向
け
て
「
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
検

討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

板
橋
社
保
協
で
は
、
こ
の
事
業

計
画
に
対
す
る
陳
情
を
区
議
会
に

提
出
す
る
と
同
時
に
、
板
橋
区
に

対
し
て
以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
①
区
長
に
対
し
て

「
介
護
保
険
料
を
引
き
上
げ
ず
、

利
用
料
の
軽
減
を
求
め
る
要
望
書
」

署
名
を
12
月
ま
で
に
５
万
筆
を
目

標
に
提
出
す
る
。
②
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
委
員
会
を
傍
聴
し
、

そ
の
討
議
内
容
で
の
感
想
・
意
見

を
事
業
計
画
委
員
に
郵
送
す
る
。

③
要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
の
実

態
調
査
を
行
う
。
④
区
内
介
護
事

業
所
と
の
懇
談
と
共
同
の
取
り
組

み
の
申
し
入
れ
。
⑤
10
月
に
介
護

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
⑥
10
月

に
板
橋
区
と
の
懇
談
を
実
施
す
る

な
ど
で
す
。

８
月
18
日
に
、
区
長
に
対
す
る

第
１
回
の
署
名
１
７
５
０
筆
を
提

出
し
懇
談
し
ま
し
た
が
、
「
区
も

今
回
は
介
護
の
課
題
が
多
く
、
事

業
計
画
の
検
討
に
苦
慮
し
て
い
る
」

「
区
と
の
懇
談
に
は
応
じ
た
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

区
議
会
陳
情
で
は
、
８
月
19
日

の
健
康
福
祉
委
員
会
で
公
明
党
が

突
然
「
不
採
択
」
を
主
張
す
る
な

ど
議
会
で
の
陳
情
の
採
択
は
微
妙

な
感
触
で
す
が
、
今
必
要
な
こ
と

は
、
板
橋
区
が
区
民
の
要
望
を
考

え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込

む
た
め
の
区
長
へ
の
５
万
筆
の
署

名
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
９
月
26

日
に
第
２
回
署
名
提
出
（
約
５
０

０
０
筆
）
、
同
日
の
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
委
員
会
の
傍
聴
。

（
中
間
報
告
が
出
さ
れ
る
予
定
）

そ
の
上
で
、
10
月
に
実
態
調
査
を

含
め
て
区
と
の
懇
談
会
を
設
定
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
運
動
の
展
開
は
、
区

の
中
間
報
告
案
を
も
と
に
区
内
の

事
業
所
と
の
懇
談
と
署
名
を
幅
広

く
広
げ
る
こ
と
で
す
。
介
護
保
険

認
定
者
の
切
り
捨
て
の
実
態
調
査

を
も
と
に
、
広
く
区
民
に
知
ら
せ

な
が
ら
、
来
年
の
一
斉
地
方
選
挙

の
争
点
に
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

に
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

（
会
長

西
川

勉
）
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西
多
摩
社
保
協
は
、
８
月
18
日
か
ら

８
月
28
日
の
日
程
で
西
多
摩
８
自
治
体

（
あ
き
る
の
市
・
羽
村
市
・
福
生
市
・

青
梅
市
・
日
の
出
町
・
瑞
穂
町
・
奥
多

摩
町
・
檜
原
村
）
へ
地
域
の
団
体
と
共

同
し
て
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
昨
年
を
上
回
る
延

べ
１
５
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
の
出
町
の
75
歳
以
上
の
窓
口
医
療

費
負
担
助
成
に
つ
い
て
日
の
出
町
を
除

く
７
自
治
体
に
要
請
し
、
「
非
常
に
興

味
深
い
」
（
羽
村
市
）
「
日
の
出
町
は

先
進
的
な
も
の
と
認
識
」
（
青
梅
市
）

な
ど
の
意
見
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日

の
出
町
は
、
前
町
長
時
代
の
平
成
３
年

の
「
日
の
出
福
祉
村
」
構
想
か
ら
目
標

を
持
ち
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
り
、
各

自
治
体
が
目
標
を
持
っ
て
臨
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
ま
し
た
。

要
請
の
中
で
、
「
健
康
診
断
の
受
診

率
向
上
に
向
け
、
日
曜
日
の
実
施
や
送

迎
車
を
出
す
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
る
」

（
檜
原
村
）
と
の
回
答
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

第
28
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
、
９
月

12
日
か
ら
13
日
の
日
程
で
富
山
市
で
開

催
さ
れ
、
初
日
は
14
講
座
、
20
分
科
会
、

６
夜
交
流
企
画
が
、
二
日
目
に
は
、
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
の
池
田
香
代
子
さ
ん
の
記
念

講
演
と
全
体
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
福
島
と
沖
縄
か
ら
取

り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
、
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
反
対
し
、
戦
争
し
な

い
平
和
な
日
本
を
作
ろ
う
」
と
い
う
大

会
決
議
と
高
齢
者
ア
ピ
ー
ル
が
全
体
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
来
年
の

第
29
回
高
齢
者
大
会
が
和
歌
山
で
９
月

15
日
か
ら
16
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
大
会
は
閉
幕
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
大
会
に
は
２
日
間
の
べ

５
０
０
０
人
が
参
加
。
東
京
か
ら
も
23

区
・
三
多
摩
あ
わ
せ
て
、
の
べ
３
２
６

人
が
参
加
し
大
会
成
功
の
た
め
に
奮
闘

し
ま
し
た
。

◎１０月１９日（日）
１３：３０～１６：３０

◎ 全国家電会館５階講堂（200人）

①最高裁と生活保護引き下げのた
たかいの意思統一と決起

②生活保護、貧困の現状報告
③大阪市、長野民医連の調査報告
④自治労連の生活保護政策など
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本
年
４
月
２
日
以
降
に
、
70
歳
の

誕
生
日
を
む
か
え
る
高
齢
者
の
医
療

費
一
部
負
担
が
２
割
（
現
役
並
み
所

得
者
除
く
）
に
な
り
ま
し
た
。
複
数

の
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
多
い
高
齢

者
の
負
担
増
は
命
の
危
険
に
直
結
し

ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
東
京
社
保
協
は

都
議
会
に
向
け
て
「
70
歳
～
74
歳
高

齢
者
の
医
療
費
窓
口
１
割
負
担
継
続

を
求
め
る
」
陳
情
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
陳
情
は
、
10
月
３
日
の
第
３

回
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
全
議

員
に
資
料
配
布
さ
れ
、
厚
生
労
働
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
す
。
厚
生
委
員

会
は
、
11
月
中
旬
に
開
か
れ
る
予
定

で
、
署
名
は
10
月
下
旬
に
第
２
次
分

を
提
出
し
、
最
終
を
厚
生
委
員
会
の

前
日
に
提
出
し
ま
す
。
当
初
11
月
末

最
終
集
約
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
日

程
が
早
ま
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
団
体
・
地
域

で
は
最
大
限
10
月
末
ま
で
に
署
名
を

集
約
し
て
、
事
務
局
ま
で
集
中
し
て

下
さ
い
。
引
き
続
き
、
署
名
・
宣
伝

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。


